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１．経過

令和4年6月～ 斜里町海浜利用適正化検討協議会での調査検討

令和5年2月 協議会から斜里町長に調査報告書と提言書の提出

令和5年7月～ ルール暫定版運用、ルール確定版に向けた調査検討

令和5年9月～ シンポジウム、意見交換会、アンケート

令和6年
7月1日 ルール確定版発布
7月中旬 釣具店等へのポスター、リーフレット配布、

ルール看板設置（15箇所）
7月25日 ルール確定版説明会
8月～ 現場啓発開始（盛期は週5日程のペース）
9月 クリーンアップ作戦（2回）
10～11月 ルールに関するアンケート

本
日
報
告



確定版の
ポイント



釣竿の本数検討総括表

一般的な理解
ブッコミ

釣り人の希望
釣り文化の尊重

類似ルール
とのバランス

伝わりやすさ
来訪者の投機的
な動機の抑制

可搬性

◎ × △ ○ ◎ ◎ ◎

シンポ40%
ウエブ23%

ウエブ3%
ウエブ12%
現地調査0%

6例 印象に残りやすい数 1.9kg

◎ △ △ ◎ ○ ◎ ◎

シンポ37%
ウエブ19%

ウエブ9%
ウエブ10%
現地調査5%

16例 3.8kg

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

シンポ13%
ウエブ23%

ウエブ26%
ウエブ22%、現地調
査10%、雑誌2例

4例 印象に残りやすい数 5.7kg

× △ ◎ × △ ○ △

シンポ0%
ウエブ5%

ウエブ9%
ウエブ7%、現地調査
15%、雑誌1例

0例 語呂の悪い数 7.6kg

△ ◎ ◎ × ◎ △ △

シンポ4% (6本以上4%)

ウエブ16% (6本以上6%)
ウエブ25% (6本以上21%)

ウエブ17% (6本以上32%)

現地調査12% (6本以上

58% )

0例 印象に残りやすい数 9.5kg

補足

何本にするのが良い
と思うか、アンケート
の全員の回答より。
･シンポジウムn=75
人
･ウエブn=280人

何本にするのが良い
と思うか、アンケート
のブッコミ釣り人の回
答より。
･ウエブn=69人

実際の釣り竿使用本
数をアンケートのブッ
コミ釣り人の回答、現
地調査より。
･ウエブn=69人
･現地調査n=608人
ブッコミ釣りの方法を
紹介した雑誌、書籍
調査より。

釣竿の本数を規定し
ている海域等との比
較。
日本国内の海釣り施
設、漁業調整委員会
指示による船釣りラ
イセンス、内水面漁
業調整規則より。

分かりやすさ、語呂
の良さ、印象の残り
やすさ。
尾数と合わせるとさら
に効果的。

竿を多数使用したい
遠方からの来訪者が
増え、オーバーキャ
パシティ状態となって
いる。

車両乗入抑制や、ヒ
グマ出没時の撤収の
容易性。
･1セット≒竿600g＋
ﾘｰﾙ400g＋仕掛
200g＋竿立700g≒
1.9kg
･継続して持ち運ぶ
重量の推奨は体重
の15%以内

釣り竿本数

項目

合計点

12

8

19

16

15

資源保護の視点に加え、釣人等の意見、類似ﾙｰﾙとのﾊﾞﾗﾝｽ、持ち運び可能な重量等から総合的に判断



尾数検討総括表

一般的な理解 釣り人の希望
実際の釣果

との差異(サケ)
類似ルール
とのバランス

伝わりやすさ
来訪者の投機的
な動機の抑制

可搬性 食べる楽しみ

◎ △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △

シンポ34%
ウエブ9%

ウエブ8% (0尾1%) ウエブ28% (0尾8%) 3kg 印象に残りやすい数 3kg 20食

○ △ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

シンポ24%
ウエブ12%

ウエブ11% ウエブ30% 6kg 6kg 40食

◎ ○ ○ ○ ◎ ○ △ ◎

シンポ25%
ウエブ23%

ウエブ20% ウエブ20% 9kg 印象に残りやすい数 9kg 60食

× × △ △ △ △ × ◎

シンポ0%
ウエブ2%

ウエブ2% ウエブ6% 12kg 語呂の悪い数 12kg 80食

○ ◎ △ ○ ◎ △ × ◎

シンポ8%
ウエブ28% (6尾以上3%)

ウエブ32% (6尾以上3%) ウエブ8% 15kg 印象に残りやすい数 15kg 100食

補足

何尾にするのが良い
と思うか、アンケート
の全員の回答より。
･シンポジウムn=76
人
･ウエブn=280人

何尾にするのが良い
と思うか、アンケート
の釣り人の回答よ
り。
･ウエブn=195人

実際の釣果をアン
ケートのサケ釣り人
の回答より。
･ウエブn=143人

尾数や重量等を規定
している海域等との
比較。
･内水面の例:5kg程
度
･対馬海区:10kg
･JGFA推奨魚種別
バッグリミットの大型
魚:1-3尾程度
･秋サケ船釣りライセ
ンス:5尾

分かりやすさ、語呂
の良さ、印象の残り
やすさ。
竿の数と合わせると
さらに効果的。

多数釣ることを求め
て遠方からの来訪者
が増え、オーバー
キャパシティ状態と
なっている。

車両乗入抑制や、ヒ
グマ出没時の撤収の
容易性。
･継続して持ち運ぶ
重量の推奨は体重
の15%以内

食べることを楽しみと
している場合の過不
足。
･1尾≒3kg×可食
70%/切身100g≒20
食
･日本人の年間サケ
消費量≒3kg

7

15

項目

合計点釣獲尾数

19

18

18

資源保護の視点に加え、釣人等の意見、類似ﾙｰﾙとのﾊﾞﾗﾝｽ、持ち運び可能な重量等から総合的に判断



6月27日記者発表会（7社）

２．周知と啓発

（１）メディア向け対応



メディアでの取り上げ

・テレビ ２回

・新聞 １５回

・雑誌 ６回

ルールに関する話題が、シーズンを通して様々な媒
体で取り上げられ、社会的関心の高さをうかがわせた。



７月から11月まで掲載

写真：2024年9月18日週間釣り新聞ほっかいどう

（２）広告掲載

ノースアングラーズ2024年11月号

広告も掲載したが、それ以上に記事
中で多数言及して頂いた。



ルール看板設置（15箇所）

（３）看板設置





8月29日 斜里第一定置部会海浜清掃

ごみを捨てにくくする対策として
釣りシーズン前に浜をきれいに！

（４）クリーンアップと合同啓発



9月13日 クリーンアップ作戦（1回目）



9月13日 クリーンアップ作戦（1回目）



9月27日 クリーンアップ作戦（2回目）



9月27日 クリーンアップ作戦（2回目）



以前（R2）のクリーンアップ作戦



現在は露骨な場所取りは殆どないため、ゴミ拾いと啓発が主体
・9月13日（1回目）41名にて漂着ゴミを主体に250kg回収
・9月27日（2回目）40名にて漂着ゴミを主体に160kg回収



現場確認や啓発
（盛期には週5-6日程度）

（５）現場確認や啓発



現場確認や啓発
（盛期には週5-6日程度）



町長も歩きました

現場確認や啓発
（盛期には週5-6日程度）



（１）釣人の来訪数

令和4年（2022年） 24,464人

令和5年（2023年） 21,049人

令和6年（2024年） 22,767人 → 盛期には平日4百人弱、休日5百人強が来訪

（令和4年、5年はさけます･内水面水産試験場、北見管内さけ･ます増殖事業協会、西網走漁協、網走漁協、斜里第一漁協、ウトロ漁協、網走市、斜里町による調査結果か
らの推計、令和6年はウトロ漁業協同組合、斜里第一漁業協同組合、斜里町調査からの推計）

３．利用の状況



（ウトロ漁業協同組合、斜里第一漁業協同組合、斜里町調査からの推計）

（２）令和6年（2024年）釣獲尾数

時期
釣り開始から概ね２時間時点
での１人当たりの釣獲尾数

8月中旬 0.3 尾

8月下旬 0.2 尾

9月上旬 0.4 尾

9月中旬 0.8 尾

9月下旬 0.9 尾

10月上旬 0.6 尾

10月中旬 0.8 尾

10月下旬 0.4 尾

11月上旬 0.2 尾

11月中旬 0.2 尾



（３）ぶっこみ釣りでの釣竿の平均使用本数

令和4年（2022年） 5.9 本／人

令和5年（2023年） 6.4 本／人

令和6年（2024年） 2.9 本／人

（令和4年、5年はさけます･内水面水産試験場、北見管内さけ･ます増殖事業協会、西網走漁協、網走漁協、斜里第一漁協、ウトロ漁協、網走市、斜里町による調
査結果からの推計、令和6年はウトロ漁業協同組合、斜里第一漁業協同組合、斜里町調査からの推計）



現場確認での遵守率は97.4％（n=2897名、ぶっこ
み釣りのみ）で、ほぼ定着。

４．ルールの遵守状況

アンケートでは、
98％の方がご自身が守っており、浜での直接聞取のうち
95％の方が周辺でも概ね守られていると回答



竿数オーバー
への対応

シーズン初期には守らない者が
一定数見られたが、繰り返しの
啓発により改善された。



現場確認での遵守率は99.5％（n=2870名）である
がシーズン初期の釣れていない時期のデータを含
むこと、しまわれている可能性に考慮が必要。

アンケートでは、
92％の方がご自身が守っており、浜での直接聞取のうち
74％の方が周辺でも概ね守られていると回答



3尾達成で、道具一式とサケを背負って、駐車場へ戻るベテラン。



場所取りは激減した。
3本3尾となったことで、場所取りをする必要性も薄まった。



ただし、流木を立てかける、
重ね置くなど、予備軍が時折
見られる。

見つけ次第撤去



特定の場所では繰り返し
の啓発や撤去にもかかわ
らず場所取りが続いた

関係機関と対応協議中



拠点化できる場所ではないとの認識が定着した。
3本3尾となり、拠点化をする必要性も薄まった。



連休時など24時間を多少超
えるケースが散見されたた
め、都度お話をして理解を
求めた。



峰浜で極端に悪質な事案が発生し、厳しい対応がされ、車
両侵入禁止となったが、そのことが他の場所への抑止力と
なった。





密漁対策のため車両侵入禁止（徒歩はOK）としている峰浜町有
地について、バギー等での侵入が相次いだ。
柵や鎖を追加し、不適切事例続いた場合は駐車利用も制限する
旨の掲示を行い、改善した。



周辺に不適切に放置され
たバギー等



鎖の追加と掲示。
徒歩の場合は右手の60cm幅の通路が通行可能



ゴミは減ったように感じられるが、砂浜に埋
めたりする事例は散見された。
（埋めたゴミはキツネに掘り出されて暴露）



植生への乗入が散見されたが、古い
轍を利用した事例が多く、対策不足
が原因と考えられた。
次年度は設置許可を受けたうえで、
注意箇所にロープ設置等を予定して
いる。



違反事例は確認されなかった。
人目の少ない糠真布でも、両岸100ｍの規制が遵守
され、その外側で釣りが行われていた（写真）。



オンネベツ川河口は釣人に代わり、遡上観察の観光者が多かった。



・流れの方向が一定ではないため、波打際でのリリースは難しいよう
に感じられた。

・波打際で腰をかがめた姿勢でリリースすることは、安全上の懸念が
あるように感じられた。

・3匹釣り上げているにもかかわらず「あとはリリース」と言いながら
釣り続ける者もおり、ルールの抜け道になる懸念が感じられた。



以久科原生花園駐車場でピーク時には写真のような状況も
あったが、恒常的に問題となる事例や苦情は無かった。

オシンコシンでも、一部の方はトンネル先に駐車して、観
光利用に配慮していた。

次年度はオシンコシンの滝駐車場に
「釣りのための長時間駐車はご遠慮ください」
との表示を行うことを予定している。



駐車場や道路敷での酒盛り、焼き肉、テント設営などが
散見され、確認の都度注意した。



焚火は散見され、確認の都度注意した。
ごみを焼却することが法令違反との認識の無い者
もいる。



どちらから 人数（延べ）

斜里 18人

斜里以外 45人

不明 15人

当該者への啓発回数 人数（延べ）

初めて 48人

2回目以降 30人

守らなかった理由 人数（延べ）

知らなかった 24人

ルール軽視 22人

出来心 20人

予備竿 10人

用事中の友人や家族の竿 8人

勘違い 3人

他魚種狙い 1人

（２）ルール違反への対応

守っている人が不公平感を感じないよう、ルール軽視の違反者には厳重に対処。



５．アンケートの実施



ウエブのほか、直接聞き取りで多数のサンプルを収集



実施期間：令和6年10月1日～11月20日

対 象者：斜里町の海浜域を利用する釣人、関心のある者

実施方法：ウエブ、直接聞き取り

回答者数：425名（ウエブ203名、直接222名）

男性

93%

女性

7%

10代

1%

20代

10%

30代

18%

40代

21%
50代

20%

60代

12%

70代以上
斜里町内

15%

斜里町以外

85%

年代 性別 居住



Q 斜里町では今年からルール確定版の運用を
行っておりますが、このことをどう思いますか？

ルールは概ね前向きに受け止められている。
特に町内在住者の評価が高い。

大変望ましい

26%

望ましい

28%

どちらでもない

19%

望ましくない

16%

非常に望ましくない

8%

わからない

3% 大変望ましい

44%

望ましい

34%

どちらでもない

6%

望ましくない

13%

非常に望ましくない

3%

大変望ましい

23%

望ましい

28%
どちらでもない

21%

望ましくない

16%

非常に望ましくない

9%

わからない

3%合計

町外

町内



0 20 40 60 80 100 120 140

地域との共存のため

長期滞在しにくいため

釣場を確保しにくいため

釣場を確保しやすいため

サケ・マスを多く釣りたいため

サケ・マス資源や自然保護のため

ルールの内容が緩いため

ルールの内容が厳しいため

(大変)望ましい どちらでもない (非常に)望ましくない

Q 前問の答えに対する理由をお聞かせください。



守っていた 92%

時々守らないこと

があった 6%
殆ど守らなかった 2%

Q あなたは３本３尾ルールを守っていましたか？

守っていた 98%

時々守らないこと

があった 2%
殆ど守らなかった 0%

釣竿 尾数

概ね守られていた



0%

20%

40%

60%

80%

100%

合計 ウエブ 直接聞き取り

0%

20%

40%

60%

80%

100%

合計 ウエブ 直接聞き取り

概ね守られていた あまり守られていなかった わからない

Q あなたが行く釣場では守られてましたか？

釣竿

尾数

実数に近い
伝聞やｲﾒｰｼﾞ
での回答も？

尾数は釣竿に比べて
守らない人がいるよう



0 20 40 60 80 100 120

わからない

魅力が低下した

変わらない

魅力が向上した

町外 町内

Q ルール運用後に感じた釣場の魅力の変化についてお聞かせください。

町内者はプラスに、町外者はマイナスに感じている人が多い。



①記載人数：278人（425人中）

②主な内容：次のとおり分類された。

※記載に複数の内容が含まれてる場
合は、内容ごとに計数

件 件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件 件

件 件

35

107

11

35 釣人のマナーや行動への苦言

斜里町以外の地区への意見

5

2

17

58

66

73

6

5

5

3

2

12

8

6

3

1

26

魚3尾では少ない

竿3本は良いが、魚3尾は少ない

竿3本では少ない

竿3本も魚3尾も少ない

3本3尾に女性や子供を含めるべきでない

車やグループ単位で3本3尾にすべき

ルールへの期待・賛同・感謝

ライセンス化や有料化を

ルール違反への罰則、指導強化を

さらに厳しい規制を

違法行為の取締強化を

ルール広域化を

107

32

30

8

5

2

15

35

20

ルール周知徹底を

禁止するためのルールと感じる

来訪に燃料や時間かかることへの言及

ルール化で釣場残して

駐車場やアクセス路案内を

釣による経済活性化の視点を 9

釣人のマナーや行動への苦言

斜里町以外の地区への意見

不満や不信

要望

釣場減少への不満

検討過程への不信

漁業や漁師への不満

12

10
件

自然保護を

禁止場所開放を

トイレ、ゴミ箱を

10

その他ルールへの不満、不信の意見

ルール検証を

11

3本3尾への意見、要望

ルールを進める方向の提案

その他ルールを進める方向の提案

ルールへの期待・賛同・感謝

92

件

件

件

区分 件数 内容 件数

Qルールに関するご意見や
ご感想などがあればお聞か
せください。（自由記述）



６．今後の対応



(1)ルール説明文
変更の検討



（陸に上げた魚は釣った数に含
めます）

リリースは魚を陸に上げるこ
となく水中で行ってください。

(1)ルール説明文
変更の検討



(2)海岸植生への乗入が多い場所への侵入防止対策の検討

(3)オシンコシンの滝駐車場への釣人車両による長時間占
有を防ぐ対策の検討

(4)場所取り等の不適切行為が続いた場所への対策の検討



(5)法制化に向けた協議

今年度設けた「3本3尾」を基本としたルールは、釣りをされる皆
様のご理解とご協力のもと、概ね遵守され、その結果、資源や環
境、住民生活への影響が緩和された。
一方で、漁業に関する規制を行う権限を持たない町のルールは
お願いベースであり、啓発には労力も必要であった。
このため、ルールの主要な部分である「3本3尾」については、制
度に基づく裏付けが強く希望され、町として国や道に要望を行っ
ていく。



釣人の皆様のご協力のもと、3本3尾で多くの問題が改善

守られれば良くなるが、啓発に多大な労力

現状

ﾛｰｶﾙ・ﾙｰﾙ
での3本3尾

委員会指示
等でのﾗｲｾﾝｽ

委員会指示
等での3本3尾

高価で美味な魚が数多く釣れるため、サケ釣り
は過熱しやすく、様々な問題を引き起こす

必要なのは裏付け

制度や体制の条件が整えば


